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Ⅱ 研究方法      
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 調査日：平成 30 年 11 月 30 日(金) 12 月 9 日(日) 
  調査場所：富山県南砺市城端 483  
  菓子木型の種類：１枚型 
  菓子名：曳山  
（２）大崎丸善    
調査日：魚平成 30 年 11 月 30 日(金) 12 月 9 日(日) 
調査場所：富山県魚津市吉島 553-3 
菓子木型・金属製型の種類：木製・金属製 ともに２枚型  
菓子名：たてもん  
（３）井上菓子舗     





Ⅲ 結果および考察  
（１）溝口梅華堂  
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１ 城端町共通 7×12×2 2 枚型 わだち 
２ 西下町 諌鼓山   7×13×2.5 2 枚型 金鶏 
３ 出丸町 唐市子山 7×12×2 2 枚型 軍配 
４ 西上町 竹田山 7×13×2 2 枚型 鯛 
５ 大工町 千枚分銅山   7×13×2.5 2 枚型 かきつばた 
６ 東山町 鶴舞山 7×13×2 2 枚型 金の鶴 
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井上菓子舗は、明治 18（1885）年に創業し、明治時代からおよそ 100 種類の木型を所持し、
現在も雛祭りが近くなると金花糖を作り、県内では筆者が木型調査を始めて以来、最も多く
の金花糖の木型を所持する菓子舗である。昭和 31（1956）年の「氷見市商工名鑑」には菓
子類の製造卸や小売業を商う商店数は 207 店あり、そのうち製造業は 46 店を数える。（氷見
市役所・氷見商工会議所 1956）。昭和 31 年当時における菓子関連の店舗数の多さは明らか
である。氷見の菓子屋で金花糖が盛んになったのは、加賀藩に属する富山県域にあって江戸
期にさかのぼる老舗の菓子屋が数軒残るからである。明治時代以降になると、県内の各地で
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 ④金花糖 金太郎・恵比寿   ⑤結婚式用の金花糖のかご盛り 
  24.0×11.7×7.5(㎝)      （氷見市）                     
分類 紋 様 個数 





野菜 なす、れんこん、きのこ、きゅうり、とうもろこし、筍  6 
花 梅、ゆり 2 





①金花糖 鯛  
42.2×20.5×12.2(㎝)  
②金花糖 筍  
20.0×16.5×8.5(㎝) 
③金花糖 いちご 
 30.3 × 12.0 × 7.3( ㎝ ) 
20.0×16.5×8.5(㎝) 
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